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0.6% nlckel 町 nmonlumsullale 
22 mM O-prollne or 28 mM D-alanine 
In 0.05 M Tris-HCI， pH 7.6 
Unflxed secllons， 31・C，2 hr 
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〈ニッケルイオンを用いる共役過酸化法〉をチアゾl} (' 、H































tion of the monomer)で説明され、 ホロ酵素の場合には2重体が会合
-10・
の単位となってランダムに会合するモデル (thedimerization of the 










らわれることを明らかにした(参考資料7，66頁; 生化学 59，498， 
1987 ; 生化学 59，822， 1987)。
(9) Dーアミノ酸オキシダ}ゼの生理的意義の考察と今後の研究展開
鴫乳動物のベルオキシソームには、ーフラビン酵素であるDーアミノ酸
オキシダーゼ (FAD) ・Dーアスパラギン酸オキシダーゼ (FAD) 
・Lーαーヒドロキシ酸オキシダーゼ (FMN)が存在している。 G.
A. Ham i I tonらは、 SH化合物とグリオキシル酸との縮合物がこれらフ
ラピン酵素の基質となることを見いだした。これら縮合物は代謝されて
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(5)ー thiazolidine-2-
carboxylate 
(R)ー thiazolldine-2-
carboxylate 
さて、本研究から晴乳動物〈ラット〉の中枢神経系においてDーアミ
ノ酸オキシダーゼは中脳以下の下位脳幹・小脳・脊髄に限局していた。
含有細胞は星状腸細胞〈ベルクマン腹細胞を含む〉であり、電子顕微鏡
による観察から、特にシナプスを取り囲むグリア細胞の突起に強い活性
があった。そして、本酵素活性の分布とチアゾリジンー 2ーカルボン酸
オキシダーゼ活性の分布はー致していた。さらに、予備実験からD アー
ミノ酸オキシダーゼ活性が認められない終脳や間脳にDーアスパラギン
酸オキシダーゼ活性が存在するという結果を得ている。
これらの結果から、脳内で星状腸細胞が部位的に分化していること、
および、ベルオキシソームは酵素分布の点において不均一であることが
明らかになった。そして、本酵素は metabolic effectorであるシステ
アミンの代謝や oxalylthiol esterの生成に関与し、代謝調節や細胞
応答に寄与している可能性が考えられる。特にシナプスの周囲のグリア
細胞の突起に活性が強いことは示唆的である。
今後、本酵素を含めてベルオキシソーム中に存在するフラビン依存性
オキシダーゼの生理的役割を、システアミンなどSH化合物や oxalyl
-12・
thiol esterの生理作用との関連において、組織学・生理学・生化学・
薬理学の面から多角的かつ総合的に研究することが重要である。
最後に、今回の文部省科学研究費補助金の交付に対し、深く感謝致し
ます。
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